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はじめに ヨーク殿 テスト手順の概要 

 

       

 

 

      

 

 

 

 

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

          

  

１-１. 受注・出荷 ⇒ 3 ページ 

発注データを受信・確認し、出荷データを送信します。 

※検品システム連携出力～入力までの操作は別紙を参照してください。 

１-２. 受領 ⇒ 27 ページ 

受領データを受信・確認します。 

１-３. 請求・支払 ⇒ 33 ページ 

請求データを作成・送信し、支払データを受信します。 

※他システムで請求/支払を行う方は対象外です。 

２-１. データ整理実行 ⇒ 47 ページ 

データ整理実行を行い、検証環境用のテストデータを削除します。 

２-２. 通信設定切替 ⇒ 49 ページ 

本番環境用に通信設定の切替を行います。 

疎通確認 ⇒ 52 ページ 

データ受信を実行し、疎通確認を行います。 

１．検証環境テスト 

２．本番環境テストの準備 

３．本番環境テスト 

検証環境を使用して、業務確認テストを行います。 

※検証環境：本番運用開始前のみ使用する通信先 

本番環境を使用して、疎通確認テストを行います。 

※本番環境：本番運用開始後に使用する通信先 
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１ 検証環境テスト 

 

検証環境を使用して、業務確認テストを行います。 

※検証環境：本番運用開始前のみ使用する通信先 

 

１-１ 受注・出荷 

    オンラインで発注データを受信し、データの確認を行います。 

その後、検品システムと連携し、検品システム連携データを出荷データとして送信します。 

 

◆受注◆ 

 

（１） 電話にて受注データセットの依頼を行ってください。 

 

   （２）受注データの受信を行います。 

① 「データ受信」ボタンをクリックします。 

     

 

 

 

 

 

 

注意 

テストは、初期設定が行われていることが前提条件になります。 

初期設定を行っていない場合は、「かんたんセットアップガイド」を参照して設定を行ってください。 
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② 「受信開始」ボタンをクリックします。 

          

 

③ 「はい」ボタンをクリックします。 

             

 

④ 「格納伝票件数」が 12、「格納明細件数」が 33 であることを確認し、 

「閉じる」ボタンをクリックします。 
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⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

          

 

（３）受信した受注データの内容を確認します。 

① 「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 

② 「受注一覧」ボタンをクリックします。 

     

 

③ 「納品年月日」テキストボックス(左)に「20200115」を入力し、 

「検索」ボタンをクリックします。 

         ※入力形式は、「YYMMDD」または「YYYYMMDD」です。 
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④ 「受注一覧」にデータが表示されたことを確認し、伝票番号「022606513」の「詳細」ボタン

をクリックします。 

 

⑤ 表示された伝票番号「022606513」の情報内の「納品年月日」と「発注年月日」をメモし、 

「閉じる」ボタンをクリックします。 

※ここでメモした情報を出荷始まりデータの作成時に利用します。 
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⑥ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

    

 

⑦ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

     

 

   （４） 電話にて終了連絡を行ってください。 
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 ◆出荷◆ 

 

（１） 出荷始まりのデータを作成します。 

 

    （１－１）データ作成の準備として、納品先マスタ(店舗)の登録を行います。 

 

① 「マスタメンテナンス」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「納品先マスタ一覧」ボタンをクリックします。 
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③ 「新規/変更」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「店舗／センターコード」コンボボックスに 0199983700、「店舗／センターGLN」 

コンボボックスに 0 を入力し、「新規」ボタンをクリックします。 
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⑤ 「種類」コンボボックスから 1:センターを選択、「店舗／センター名（漢字）」 

テキストボックスに群馬ＴＣを入力し、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 続けて、「店舗／センターコード」コンボボックスに 12241、「店舗／センターGLN」 

コンボボックスに 0 を入力し、「新規」ボタンをクリックします。 
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⑦ 「種類」コンボボックスから 0:店舗を選択、「店舗／センター名（漢字）」 

テキストボックスに玉村を入力し、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 続けて、「店舗／センターコード」コンボボックスに 12204、「店舗／センターGLN」 

コンボボックスに 0 を入力し、「新規」ボタンをクリックします。 
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⑨ 「種類」コンボボックスから 0:店舗を選択、「店舗／センター名（漢字）」 

テキストボックスに磯子を入力し、「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 「閉じる」ボタンをクリックします。 
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⑪ ⑤・⑦・⑨で保存したデータが表示されることを確認し、「閉じる」ボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 「閉じる」ボタンをクリックします。 
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（１－２）出荷データを作成します。 

① 「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「電話受注入力」ボタンをクリックします。 
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③ １伝票目を作成します。「伝票番号」コンボボックスに 00000044 を入力し、「新規」ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

17 

④ 以下の情報を各項目に入力し、「明細入力」ボタンをクリックします。 

       ・納品店舗コード：12241: 玉村を選択（選択後に納品店舗名が表示されます） 

       ・直接納品先コード：0199983700: 群馬ＴＣを選択（選択後に直接納品先名が表示されます） 

       ・納品法人コード：12:ヨークを選択（選択後に納品法人名が表示されます） 

       ・契約法人コード：12:ヨークを選択 

       ・取引先コード：自社の請求取引先コードを選択（選択後に取引先名が表示されます） 

       ・デポコード：00 を入力 

       ・納品年月日：オンラインデータの伝票番号「022606513」と同様の納品年月日を入力 

       ・発注年月日：オンラインデータの伝票番号「022606513」と同様の発注年月日を入力 

       ・発注区分：05:要望対応を選択 

       ・商品区分：04:プロパ（税抜）を選択 

       ・配送パターン：K を入力 

       ・DPT コード：142 を入力 
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⑤ 以下の情報を各項目に入力し、「保存」ボタンをクリックします。 

・商品コード：4562258064518 を選択または入力 

(選択または入力後に商品情報が表示されます) 

・売場分類：119 を入力 

・品揃分類：7037 を入力 

・出荷数量：15.0 を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「OK」ボタンをクリックします。 
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⑦ ２伝票目を作成します。「伝票番号」コンボボックスに 00000055 を入力し、 

「新規」ボタンをクリックします。 
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⑧ 以下の情報を各項目に入力し、「明細入力」ボタンをクリックします。 

・納品店舗コード：12204: 磯子を選択（選択後に納品店舗名が表示されます） 

・直接納品先コード：12204: 磯子を選択（選択後に直接納品先名が表示されます） 

・納品法人コード：12:ヨークを選択（選択後に納品法人名が表示されます） 

・契約法人コード：12:ヨークを選択 

・取引先コード：自社の請求取引先コードを選択（選択後に取引先名が表示されます） 

・デポコード：00 を入力 

・納品年月日：オンラインデータの伝票番号「022606513」と同様の納品年月日を入力 

・発注年月日：オンラインデータの伝票番号「022606513」と同様の発注年月日を入力 

・発注区分：01:外注を選択 

・商品区分：05:中目（税抜）を選択 

・配送パターン：Q を入力 

・DPT コード：142 を入力 
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⑨ 以下の情報を各項目に入力し、「保存」ボタンをクリックします。 

・商品コード：4904185530962 を選択または入力 

(選択または入力後に商品情報が表示されます) 

・売場分類：611 を入力 

・品揃分類：4351 を入力 

・出荷数量：15.0 を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 「OK」ボタンをクリックします。 
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⑪ 「閉じる」ボタンをクリックします。 
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（２） 検品システムと連携します。 

 

① 「検品システム連携出力」ボタンをクリックします。 

 大車輪 SaaS 版をご利用の場合は「大車輪 SaaS 連携出力」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「出力処理開始」ボタンをクリックします。 

※当テストでは条件指定は行わないでください。 

画像は大車輪 SaaS 連携出力のものですが、検品システム連携出力でも同様の操作です。 

              

 

 

 

 

SaaS版大車輪をご利用の場合は

こちらをクリックします。 

SaaS 版大車輪以外の検品システム

をご利用の場合はこちらをクリック

します。 
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③ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

④ 「OK」ボタンをクリックします。 

                

 

⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

※画像は大車輪 SaaS 連携出力のものですが、検品システム連携出力でも同様の操作です。 

               

 

 

 

   ※この後の検品システム連携データ作成の作業は別紙を参照してください。 

    検品システム連携データの作成が終了しましたら、以下の手順に従って操作を行って下さい。 
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⑥ 「検品システム連携入力」ボタンをクリックします。 

大車輪 SaaS 版をご利用の場合は「大車輪 SaaS 連携入力」ボタンをクリックします。 

     

 

⑦ 「取込可能ファイル数」(検品システムにて作成したファイル数)を確認し、「入力処理開始」 

ボタンをクリックします。 

※画像は大車輪 SaaS 連携出力のものですが、検品システム連携出力でも同様の操作です。 

               

⑧ 「はい」ボタンをクリックします。 

                   

SaaS版大車輪をご利用の場合は

こちらをクリックします。 

SaaS 版大車輪以外の検品システム

をご利用の場合はこちらをクリック

します。 
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   （２） 電話にて出荷データ送信開始の連絡を行ってください。 

 

  （３）出荷データの送信を行います。 

① 「送信開始」ボタンをクリックします。 

             

 

② 「はい」ボタンをクリックします。 

           

 

③ 「OK」ボタンをクリックします。 

                

 

移行事務局からエラー通知の連絡がない場合、受注・出荷のテストは終了です。 

 画面を全て閉じてください。 
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１-２ 受領 

    オンラインで受領データを受信し、データの確認を行います。 

 

   （１） 電話にて受領データセットの依頼を行ってください。 

 

   （２）受領データの受信を行います。 

① 「データ受信」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「受信開始」ボタンをクリックします。 
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③ 「はい」をクリックします。 

           

 

④ 「格納伝票件数」が 14、「格納明細件数」が 35 であることを確認し、「閉じる」ボタンを 

       クリックします。 

 

 

⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 
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   （３）受信した受領データの確認を行います。 

「受領」ボタンをクリックします。 

     

 

    （３－１）「受領一覧」画面にて確認を行います。 

① 「受領一覧」ボタンをクリックします。 
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② 「計上日」テキストボックス(左)に「20200115」を入力し、 

「検索」ボタンをクリックします。 

         ※入力形式は、「YYMMDD」または「YYYYMMDD」です。 

    

 

③ 「確認一覧」にデータが表示されたことを確認し、「閉じる」ボタンをクリックします。 
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    （３－２）「受領差異一覧」画面にて確認を行います。 

             ※受領差異一覧画面…出荷データと受領データの差異を確認する画面です。 

 

① 「受領差異一覧」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「計上日」テキストボックス(左)に「20200115」を入力し、 

「検索」ボタンをクリックします。 

         ※入力形式は、「YYMMDD」または「YYYYMMDD」です。 
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③ 「差異確認一覧」にデータが表示されたことを確認し、「閉じる」ボタンをクリックします。 

        ※表示が下記と異なることがあります。 

    

 

   （４） 電話にて終了連絡を行ってください。 

 

以上で、受領のテストは終了です。 

画面を全て閉じてください。 
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１-３ 請求・支払 

    請求データを作成し、送信します。 

    その後、支払データを受信し、データの確認を行います。 

    ※他システムで請求/支払を行う方は対象外です。 

 

◆請求◆ 

 

   （１）請求データを作成する画面を開きます。 

① 「請求／支払」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「請求予定作成」ボタンをクリックします。 
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③ 「作成」ボタンをクリックします。 

    

 

  （２）EDI 請求(請求金額一部修正)の場合の請求対象データを作成します。 

① 「伝票番号」が 2260655 の「請求金額」を 17,730 から 17,000 に変更します。 
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② 「伝票番号」が 2260657 の「請求金額」を 65,000 から 70,000 に変更します。 

 

③ 「伝票番号」が 2260653 以外の「対象」チェックボックスにチェックを入れ、 

「請求対象データを更新」ボタンをクリックします。 

       (伝票番号 2260653 を請求対象外に設定)  
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④ 「OK」ボタンをクリックします。 
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（３） EDI 外請求の場合の請求対象データを作成します。 

 

① 「EDI 外請求」ボタンをクリックします。 

 

 

② 「行追加」ボタンをクリックします。 
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③ 以下の情報を各項目に入力し、「請求対象データを更新」ボタンをクリックします。 

      ・対象：チェックを入れる 

      ・計上日：テスト日当日の日付（2020/01/28 に実施した場合「20200128」）を入力 

      ・伝票番号：1985812 を入力 

      ・取引先コード：自社の請求取引先コードを選択（選択後に取引先名が表示されます） 

      ・契約法人コード：12 を選択（選択後は契約法人名に「ヨーク」と表示されます） 

      ・本法人コード：12 を選択（選択後は本法人名に「ヨーク」と表示されます） 

      ・納品店舗コード：12204 を選択（選択後は納品店舗名に「磯子」と表示されます 

      ・納品年月日：テスト日当日の日付（2020/01/28 に実施した場合「20200128」）を入力 

      ・請求金額：1000 を入力 

      ・支払内容：1001:仕入明細を選択 

      ・未払買掛区分：01:買掛金請求を選択 

      ・発行区分：01 を入力 

 

 

④ 「OK」ボタンをクリックします。 
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   （４）請求対象データの保存を行います。 

① 総伝票件数計が 14、総請求金額合計が 748,365 であることを確認し、「保存」ボタンを 

クリックします。 

   

 

② 「閉じる」ボタンをクリックします。 

   



 

40 

（５） 電話にて請求データ送信開始の連絡を行ってください。 

 

   （６）請求確定と送信を行います。 

① 「請求確定／送信」ボタンをクリックします。 

           

 

② 「契約法人」コンボボックスから 12:を選択、「請求締め日」コンボボックスから 

当月末を選択し、「確認」ボタンをクリックします。 
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③ 請求内容を確認し、「請求内容を確認しました」チェックボックスにチェックを入れ、 

「送信」ボタンをクリックします。 

          

 

④ 「はい」ボタンをクリックします。 

              

 

⑤ 「OK」ボタンをクリックします。 

                  

 

移行事務局からエラー通知の連絡がない場合、請求のテストは終了です。 

全画面を閉じてください。 
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◆支払◆ 

 

   （１） 電話にて支払データセットの依頼を行ってください。 

 

   （２）支払データの受信を行います。 

① 「データ受信」ボタンをクリックします。 

      

 

② 「受信開始」ボタンをクリックします。 
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③ 「はい」をクリックします。 

           

 

④ 「格納伝票件数」が 22、「格納明細件数」が 22 であることを確認し、 

「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 
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   （３）受信した支払データの確認を行います。 

① 「請求／支払」ボタンをクリックします。 

       

 

② 「支払一覧」ボタンをクリックします。 
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③ 「受信日」または「締め日」コンボボックスから該当のデータを選択し、「検索」ボタンを 

クリックします。 
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④ 以下のようにデータが表示されたことを確認し、「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

   （４） 電話にて終了連絡を行ってください。 

 

以上で、請求・支払のテストは終了です。 

画面を全て閉じてください。 
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２ 本番環境テストの準備 

 

本番環境のテスト準備を行います。 

検証環境のテストで使用したデータを削除し、本番環境用の通信設定を行います。 

 

２-１ データ整理実行 

    検証環境のテストで使用したデータの削除を行います。 

 

① 「各種設定」ボタンをクリックします。 

        

 

② 「データ整理設定」ボタンをクリックします。 
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③ 「保有期間」を 0 に設定し、「データ整理実行」ボタンをクリックします。 

        

  

④ 「はい」をクリックします。 

         

 

⑤ 「OK」ボタンをクリックします。 

                

 

 以上でデータ整理実行は終了です。 

 全ての画面を閉じてください。 
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２-２ 通信設定切替 

    通信の設定を検証環境から本番環境へ切り替えます。 

 

① 「各種設定」ボタンをクリックします。 

        

 

② 「通信設定」ボタンをクリックします。 
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③ 「詳細設定」ボタンをクリックします。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 以下の情報を更新し、「保存」ボタンをクリックします。 

「接続先 URL」：https://bmsgw.tradefront.ne.jp/jx/TM550_bs 

「相手先 URI」：tf038_7iiy@ae.tradefront.ne.jp 

「ベーシック認証 ID」：sfi66001 

「ベーシック認証パスワード」： j@3ddg5m 
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⑤ 「OK」ボタンをクリックします。 

               

 

 以上で通信設定切替は終了です。 

 全ての画面を閉じてください。 
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３ 本番環境テスト 

 

本番環境を使用して、疎通確認のみ行います。 

※本番環境：本番運用開始後に使用する通信先 

 

   （１）疎通確認を行います。※テストデータはセットされていません。 

① 「データ受信」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「受信開始」ボタンをクリックします。 

          

 

③ 「はい」ボタンをクリックします。 
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④ 「受信データはありませんでした」の表示を確認し、「OK」ボタンをクリックします。 

             

 

    ※以下のような通信エラーが表示された場合は通信設定を見直した上再度データ受信を実行 

してください。それでも解決しない場合は、移行事務局までお問い合わせください。 

            

 

⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

          

 

   （２） 電話にて終了連絡を行ってください。 

 

以上で、本番環境のテストならびに全てのテスト手順は終了し、本番稼働準備が整いました。 

 全ての画面を閉じてください。 
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ご注意 

 

 

・ 本製品の一部または全部を弊社の書面による許可なく複写・複製することは、その形態を問

わず禁じます。 

・ 本製品の内容・仕様は訂正・改善のため予告なく変更することがあります。 

・ Microsoft、Windows7、Windows8.1、Windows10、.NET Framework は 米国 Microsoft 

Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

・ 記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 
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